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大飯発電所４号機の第８回定期検査開始について

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

大飯発電所４号機(加圧水型軽水炉；定格出力1 1 8万kW)は、平成15年６月

13日から約３カ月の予定で第８回定期検査を実施する。

定期検査を実施する主な設備は次のとおりである。

(1) 原子炉本体

(2) 原子炉冷却系統設備

(3) 計測制御系統設備

(4) 燃料設備

(5) 放射線管理設備

(6) 廃棄設備

(7) 原子炉格納施設

(8) 非常用予備発電装置

(9) 蒸気タ－ビン
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１．主要工事等

（図－１参照）(1) １次冷却材ポンプ供用期間中検査等

１次冷却材ポンプの供用期間中検査として、４台あるポンプのうち、

Ｂポンプについて、主フランジボルト、締め付け部等耐圧部の健全性

を確認するとともに、分解検査としてインペラ等の内部部品について

点検する。

また、長期的な設備信頼性維持の観点より、昇温、降温時における

振動安定対策として改良型サーマルスリーブに取り替えるとともに、

併せて主軸の取替えを行う。

(2) 原子炉容器照射試験片取出工事

中性子照射による原子炉容器の材料特性変化を定期的に把握するた

め、原子炉容器内部に設置している照射試験片を計画的に取り出す。

（図－２参照）(3) ２次系熱交換器他取替工事

２次系給水系統の水質向上対策として、給水加熱器や湿分分離加熱

器の伝熱管については、銅合金から耐食性に優れたステンレス製に取

り替える。これにより、蒸気発生器への不純物の持ち込み低減が図ら

れる。

２．設備の保全対策および点検工事について

（図－３参照）(1) 余熱除去系統他配管の点検工事

国内ＰＷＲプラントのステンレス配管に貼り付けられた塩化ビニー

ルテープが原因で応力腐食割れが発生した事例に鑑み、今定期検査に

おいては、余熱除去系、化学体積制御系等の配管について、配管外表

面の点検を行い、塩化ビニールテープの貼り付け跡が認められた箇所

については、浸透探傷検査を実施する。

(2) 海塩粒子による応力腐食割れに係る点検

国内プラントにおいて、ステンレス配管に海塩粒子が付着し応力腐

食割れが発生した事例に鑑み、海塩粒子が付着しやすい場所にあるス

テンレス配管(海水系配管下方にある配管等）について、目視点検およ

び塩分量測定を実施する。

３．燃料集合体の取替え

燃料集合体全数1 9 3体のうち、81体（うち76体は新燃料集合体）を取り

替える予定である。



４．運転再開予定

原子炉起動・臨界 ： 平成15年７月下旬

発電再開（調整運転開始） ： 平成15年７月下旬

定期検査終了（営業運転再開）： 平成15年８月下旬

















（参考）

大飯発電所４号機 第８回定期検査で実施予定の自主点検の例

①原子炉格納容器供用期間中検査工事 （参考図-１）

プレストレストコンクリート製原子炉格納容器 について、外表面コン＊１）

クリートと内部ライナープレート表面の目視検査を実施するとともに、テ

ンドンについては、緊張力確認検査およびテンドン定着部の防錆材化学分

析検査等を行い、構造上の健全性を確認する。

＊１）プレストレストコンクリート製原子炉格納容器：
鋼線を複数本束ねたテンドンをコンクリート製の格納容器の縦方向と横方向に設置すること

により、最高使用圧力以上の圧縮力を与えた構造の格納容器。

②１次冷却材ポンプ起動停止時健全性確認

１次冷却材ポンプ全台について、停止時に振動計測および周波数測定を

行い、健全性を確認する。

③制御棒クラスタ摩耗測定調査 （参考図-２）

制御棒クラスタ全数（５３本）について、運転中の水の流れで生じる制

御棒の微妙な振動によって制御棒案内シンブル等との接触による摩耗が生

じるため、超音波を用いた摩耗測定装置により点検を実施し健全性を確認

する。

④蒸気発生器支持板ＢＥＣ穴点検工事 （参考図-３）

蒸気発生器の伝熱管については、渦流探傷検査により健全性を確認して

いるが、伝熱管支持部（ＢＥＣ穴）では伝熱管外表面にスラッジが付着し

ている。この付着物の状況と渦流探傷検査での信号との相関を詳細に把握

するため、蒸気器発生器管支持板ＢＥＣ穴の点検を遠隔目視点検装置によ

り実施する。




